
 

 今年度の活動 評価・反省 課題 

施 

設 

管 

理 

事業譲渡に伴い、つばさ保育園を開園した。2011 年建設の
施設で、給排水や建具等の劣化があり、修繕が予測された通
り、園庭やトイレ、手洗いの修繕を行った。さらに防火扉など
の蓄電池の交換、ランチルームの雨漏り対策など、様々な修
繕工事を実施した。給食室は機器の更新や床面のめくれた箇
所の安全対策も実施した。 

長年、改修できていなかった箇所もあっ
たが、こどもの安全な生活を考え、順次、修
繕ができて良かった。また、次年度以降も
計画的に施設改修や修繕を実施し、こども、
保護者、職員の生活環境、保育環境の維持
に努める。 

人 

事 

管 

理 

事業譲渡に伴い、引継ぎ職員が 9 割継続し、園児 97 名を職
員 35 名の体制を整えることができた。園長・副主任 4 名で運
営の中心を担い、現場より栄養士・看護師の専門家も踏まえ、
会議を行い方針や調整を行ってきた。職員面談を定期的に実
施し、人材育成につなげた。年度途中に 6 名採用し、待機児
童解消に向け、103 名まで拡大した。正規退職者は 3 月末で
定年退職も含め 2 名だけで、働き続けられる職場づくりに取
り組めた。 

中長期を見据え、業務内容や役割につい
て確認し、職員一人ひとりの意識の向上に
努めた。面談も年２回実施し、職員のおも
いや現状を把握する大切さや職員会議、ま
とめの会議などで実践を語り合うことにつ
ながった。次年度以降も職員相互の理解に
つながるよう保育実践していく。 

保 

護 

者 

対 

応 

保育内容の充実を掲げ、食育・身体づくり・表現・主体性の
4 本柱で保育に取り組んだ。園外保育の充実により、田植えや
稲刈り、収穫体験を通し、クッキング等の食育活動の充実に
つながったことを保護者の方より高い評価があった。運動会
や生活発表会はこどもも大人も楽しめる行事となった。情報
共有や発信に向け、ホームページを作成した。 

年 2 回、保護者アンケートを実施し、保育
園の課題を明確にし、改善につなげたこと
は良かった。次年度以降も保護者の意向に
向け、対話やアンケートを実施する。活動
はさらなる園外保育（バス遠足）の充実や
食育の豊かな経験を実践していく。 

健 

康 

及 

び 

安 

全 

これまで看護師不在であったが、看護師を雇用できたこと
で、健康・安全面の充実を図った。こどもの活動量は散歩や園
外保育の充実に伴い、自然の中でたっぷりとあそぶことで体
力向上につながった。 
施設点検については、保護者と共に実施することで、幅広

い視点での確認につながった。安全面については、計画に基
づき、非常対策訓練も毎月行い、災害対策を行った。安全衛生
推進委員会を立ち上げ、感染症対策や職員の健康管理も含め、
保健活動の充実につなげた。 

看護師の存在は、こども・保護者、職員の
安心感につながった。保育内容の充実に伴
い、こどもたちの身体の育ちや職員の安全
意識が高まった。安全計画に基づき、職員・
保護者と施設点検を実施した。危険箇所は
無いか、更新すべき備品や修繕個所などを
確認することができた。感染症対策に追い
ては、社会的に拡大しているケースの防止
は難しい。 

小 

学 
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・ 

地 

域 
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近隣の小学校との交流希望はあったが、市との調整も含め、
年度末に交流が実施でき、次年度以降の展望がもてた。実習
生は 0 名であったが、高校・中学生のボランティアなどの受
け入れができ、未来の保育士養成に貢献できた。 
保育園周辺には住宅が無く、地域むけの園庭開放には年間

で延べ 3 組しか参加がなかった。社協の校区との連携では、
これまでつながれなかった状況から発展があった。 

地域連携では、小学校との交流や引継ぎ
など、連携が図れ、次年度以降も充実させ
ていく。実習の受け入れに向けては、引き
続き連携を図っていく。ボランティア等の
受け入れについてもより充実させていく。 
地域活動に向けては、保護者とのつなが

りをもとに、要求の高い食育活動を充実さ
せ、参加者を増やしていく。 
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箕面市の研修に正規職員は全員参加し、さらに園内研修の
充実や法人研修など、学びを深め、保育の質の向上に取り組
めた。運営メンバーは保育の文献も活用し、学びを深めまし
た。 
外部講師を依頼し、年間を通じて、運動あそび、体操教室、

サッカー教室を実施し、学びを実施した。 
日々の保育実践を丁寧に行い、職員会議やまとめの会議で

保育実践を語り合い、学ぶ機会を持った。各種団体や保育園
の要請を受け、講師派遣にも努めた。 

行政研修や園内研修・外部研修など、み
んなで学ぶ機会を増やすことで、職員一人
ひとりが保育を自分のことばで語れるよう
になった。次年度以降、保育の質の向上に
むけて、保育雑誌の定期購読を行い、会議
等で学びを深めていく。また、自己テーマ
に基づき、実践をまとめ提案する、保育を
語る力が育つよう、語り合いの保育を継続
していく。 

そ 

の 

他 

開園 1 年目ではあったが、職員と意思統一を図りながらこ
れまでの保育の歴史と取り組みを継承しつつ、法人の理念や
基本方針に基づき、保育を創造してきた。 
卒園式では、こどもの育ちを確かめ合い、喜び合える機会

を持てた。保護者より「事業譲渡に伴い、法人が変更したこと
には不安はあったが、よりよい方向で変化していただき感謝
している」と率直な言葉いただいた。職員も法人変更につい
て、複雑なおもいはあったとおもうが、こどもや保護者のこ
とを考え、安定した保育に努め、よくがんばった。 

職員は、保護者と共に、これまでの保育
園の歴史を継承しつつ、課題については改
善し、1 年間保育園運営に取り組むことが
できた。卒園の記念樹「さくら」を植樹し、
つばさ保育園のこれからの未来につながる
取り組みとなった。次年度以降も、こども・
保護者・地域にとって必要とされる保育園
を追求していく。 

つばさ保育園 自己評価表       
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